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京都大学が国際卓越研究大学に認定される

京都大学が国際卓越研究大学に認定されることが決まった。
文部科学大臣が発表した。日本国内では、東北大学、東京科
学大学に次いで３件目の認定になる。国際卓越研究大学とは、
日本政府が世界トップレベルの研究大学を育成するために創
設した認定制度。認定された大学には10兆円規模の大学ファ
ンドの運用益を活用した長期的な資金支援が行われる。

＜解説＞この制度の目的は日本の研究力を国際的なトップレ
ベルに引き上げること。主な特徴は、（１）世界最高水準の研究

力を持つ大学を国が認定する （２）数10年に及ぶ長期的な資金

支援を得られるので、短期的な研究ではなく基礎研究や人材育成、
大学制度改革などにも投資が可能 （３）研究成果の社会的実験、
社会的実装なども重視される （４）ガバナンス改革や国際的な人
材の獲得、若手研究者の育成、大学全体の改革計画も対象にな
る 2026年現在の状況では、東北大学が第１号認定を得て、第２

期では東京科学大学が認定開始予定であり、京都大学が認定候
補、東京大学が審査継続になっていた。一方、この制度の問題点
も指摘されている。一部の大学に資金を集中させることで世界的
な競争力を高める効果は期待できるものの、地方大学との格差が
拡大する、政府の関与が大学の自治に影響する、という疑問や懸
念が表明されている。本認定を受けると具体的にはどうなるのか。
大学院の再編が進み、分野横断型の講座体系ではない従来にな
い研究体制の構築が期待される。若手研究者の任期付き雇用体
系から無期雇用への転換が図られる可能性がある。新しい学部の

創設も容易になり、最先端分野に特化し産業界と連
携した実戦的なスタートアップ教育が可能になる。一
般選抜など従来の学部単位の入試制度を改め、入
学後早めに分野を決めることも可能となる。評価基
準は厳しく、事業成長は年に３％以上が求められ、
中間年度でのヒアリング、モニタリングなども頻繁に
行われる。従来は認定して終わり、というケースが多
く見られたが、この認定では投下される資金も膨大で
検証が重要視されている。果たして、この認定制度
で期待される結果を生まれるだろうか。政府が関与
する投資案件は、概してカネも出す、口も出す、とい
う事態になり、うまく回らない事例が多い。この認定
制度で期待される結果が生まれるには、相応の時間
がかかるだろう。どこまで我慢できるかという、我慢
比べになるかもしれない。


